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C!E図面
学校教育の基飼の転換・

新しい学力観で授業はどう変わるか

州大’tt'i~ 馬居政幸

これからの教育では単な る知識・技術の詰め込みではなく，自ら学ぶ意欲

と社会の変化 に主体的に対応で きる能力の育成をめざす新 しい学力観が求め

られているが，実際の授業はどう変わらなければならないか。

rnらぷ挺iを比十lけ.nら与え，主体的に判

断したり， lWlしたリして，よりよく解決す

ることができる資質や能力の育成j。

「子供一人一人が~~·かなよさや可能n：を もち．

それを発~iii しつつ． 主体的，創造的に’I：きる

ことができる資質や能)Jの・(J成J.
いずれむ新しい学）J伐についての記述であ

る。 rどむの教ifにJ＇.£.告ljに取り組んでいる枚

目if!であれば．このような学力制に反刈するブJ

はおられないはず。 f~HJ に「点実J の］！：PA;.を

付加して， fJ工学力Wl.Jと材、されるJ!!l山であ

る。その立l味で，＊frq:J；似，を椛！＆.する1!AI々 の

要議lよ，け っして新しいむのではない。むし

ろ教itの.fl！＼氾！としては内典的ともいえる川。

では，Mが新しいのか。 2点指摘したい。

その一つは，この，i袋のlよがり方。少し大

げさにいえば， 「l木の教n史上はじめて被教

育者である fどもたちの文持によりJ.L：がった

教育改－.wの総祢が「新しい’Y：カ観Jとザえる。

今何のJ行早；；~領改訂H年に 勺初提示されたキ

ャッチフレーズは「制fl:J!l！.虫Jや「変化への

対応J であった。 他方， r~ir しいザ：力tdl.J とい

う言葉は． ρj':jl'/~旨持~術に紘〈指，厚~Hl攻．．

の際に’その基本方針である「新学ll'/4行；n嬰
領がnJ行す・＇（：）；tll.にたった救rfの実践に役立

つ苛MilliJを「析しいザ：)JW/.の定＂＂＇をめざす；‘ l’

liRiJと絡めて絞ったことが起i僚とされる．「新

しいマ：力飢Jは， ll{Hll40年代の「教ifの現代

化j や， 昭和50年代の「ゆとりと充実J と ）＇~

なI), :ft：凶的に文：wnが従ポした，？来ーではな

い，というわけでhある問。

思うに，いかなるt災市も現地のぷ持がなけ

ればjffiまない。 ’γ~I刊行持要領の現場とは，い

うまでもなく佼J憶の場，子どもと救師の1111に

fl1J.i1(される世界である。

-fどものTrちと’下びにおける仰：かなチ応え

が教師の授業改市への立欲を~みIll し，その

子どもと教仰の変化が胞1誌の正しさを舵抗さ

せ，マスコミもそれを j'J定的に報道せざるを

えなかった。 これが当初の:III立lを越えて，「新

しい学ブJ鋭jが．現代の教育改革の方向を総

私；するとともに， fJ'!僚的に if'!'価する rt~長とし

てここまで。広がった虫llll｜と考・える。

では，どのよ うな変化が授業の刈に生じた

のか． “救fliliが教集で教科3を教える”という

これ占での授業のJiiHJi¥条件が， “－（－どむたちが

多Hi多械なifilf!IJと14'！殺をtl1Ji1iしあう場”に再

Hit!ぷされたことである。 これが門！り のこっ

IIのJlll山であ り， 1pドの学校教育のあり方を

大転換させる試みと考える。

只イ本（1（］には，次の間つのレベルにおいて授

業の安iじを指摘できょう。①教えるjjijに子ど

司r

もの｝.！.！収り を，②教科11f'I＇心からi汚lliJJや体験

if｛悦へ．③教主からIllて多総会乍刊の場へ，

＠教Miの指ittからさまざまな人たちの文級へ。

ただし，このl叫つのレベルは.l受業づくり

のI立｜析ではない。むしろ．一応のパターンに

したがって災践すればJill怨的な授業ができる

という授業鋭から教師が白111になって， fど

も一人ひとつがnc.の多微な特性を白；：（Eに＆

II'. できる場を自lj~し続けること，これが新し
’い学｝Jt見が'.t::;f(するJ受業と数r.mのあ りブjのポ

イン I・と考える。その意味て：すべては Fど

むの｝.！.1反りから !If•まる．

見取りの“場”を創 ることから

チどものモノの~Uiや2考え ｝j， あるいは俳l

1'I:や発達皮Ii，一般的で持il!!的なものとして

あるのではない．個別的で），~体的な行動のi勉
f'i¥Iこしか現れえない。さらに．それは一人ひ

とり災なるむのであり， II寺と地とm手により

変化するものでむある．一つひとつの前動の

なかで見えてくる Fども一人ひとりの安の悩

みmねのなかにしか．その f・にとっての r>.!.
)Jや与え力一例fl：やそのl'fまれる過杭（発注

特性）Jは｝.！.いだしえない。

また，チどもは一人でいるわけではない。

子どむの現れは多機な人とのかかわりのなか

で生じる。と りわけ教師のJUI仰に比；じて行動

する傾向が強いはず。子どもの現れと教m!iの

指i.t'f.・支援（かかわり方）や F氾！（とらえブ＇j)

は， ・Hl1Iに彩物しあう関係にある。

指示待ち続｛民｛！下という汀焦がある。 M可1-L
J行7）ミされなければ行動できないヨ下台をJJOIJ散す

る汀柴である。その派｜羽に家経のなかのj削~~
aがあげられる．だが，教引のなかも例外で

はないはず。教Miの指導が了時：であればある

ほど，了どもは1・1ら巧えユ：六する意欲をiたっ

て．救闘が教える終えを待つようになってい

ないだろうか。

したがって． Fどもを比取るための第 lの

A姐は， 変化inr.!WJする子ども側々の多織なJJL

れを保障する“移閉会L”と“機会”というこ
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if大ヴ：λマ：r.;:1咋lc.:H!ill? .m品I）.；＇・F教1I '?l;f,p)) f{ 

授を符て泌総 • i:t.'に『なぜ fどむlよ「少rrジャン

プjがuきなのかj19lif；阿；1:.fl也18.における’1:;11乍
刊の..＇~JlilJ 1'1W·l ~.~ ll\1Ji文似合． がある．

つの “土砂の111Jj立＼まず， VよlJtl気”づく リの

），~絵は子どもたちを ”はめる” こ と， i皮 1",j皮
女ーらがn分をよ現することに“n(,i”を持て

る学級づくりがその第一Jレといえよう。ょた，

Fどもたらの “rlf，：”はl~H;.(1＇~な・＇ il;M1のi~宣

伝”てリ，，＿じる。子どもが光州｛できる））の名隊

fl：は，i,f;!ffJJの“機会”の多隙ft次第であるω

新学）JW/.が fどむの・・よ さ”をlJむことを

虫干見し．“治則や体験”の必・災1'I: を •Jrtl訓するJ'll

rl Iて・ある。

多様な学問の場へ

fどもの比取りの第2の泌凶l丸 教Micし

ての「IL.J・l'f1lliである。これまで．このf「・Miの

子どもはこのような兄｝j• Y;・ぇ）Jをするから

こんなr!;!ll!1や教科を i\111~11 して．という iiiH:lで
佼業づくりを行ってこなかったか。もし．授

業過f＇£.において. n分の F氾.！ （指将裟）どお

1）に子どむがY;・え行動していると l'IS1する教

師は，新ワ：)J級にむとづく限1), I'll二の子ど

もWI.や指l!'tのあり方をIii!いなおすべきで，hる。

口頭に列記したように．新学力伐の11(I＇~は

f Aらぷ凶を見f・J・け， 1・1ら与え， i：体的に判

断したり，｝；；.現したりして，よりよく飾決す

ることができる資質や能力のif成jにある。

他方， 「ど むの~－.！.）I ・ 行ーえ ）jはお（r.1Ji の’ii:; ,;(i~ と

iもなるはず． チどもは大人とは~·~なる 111：叫に
生きる民文化の住人， “大人の？古ぷのill:Y品（ヒ

ト ・ モノ ・ コ ト の定縫一 1・IL」と ~I：きる j訪の比
)J・巧・え）j）”とは“5'l1'lな比万・巧－ぇ ）jをす

る有イl二”だからである。

このような鋭点から． rどむ一人ひとりに

応じて，その子なりの礼｝jや与え）jを卜二分

に表現できる “機会”と ＂：｛f.開会i”を川立す

ることができたかどうか。これを改めて川う
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ことからI'll..'.”I'f1lhをiltめではしい

とニろで． 4店主に災なる 111：~，lのfl：人のJ'i[l!J1f. ,

w文化J'l(YJY·において:11上も if（·~なこと Ii，その

』OLれの背後に；hるりI：きる 111:7r'とセットで

川！向干することといわれる。 fどもの.t~｝イT も lnJ

bllであろう。 fどもの’hきる 111:tがは．ザ：級の

放需のなかだけではない。家雌やj也j成あるい

はw持P；＜；：川とい 3た小校外のl崎県で，＂'j:ぴ＇（｛

っている，そこでj行った凡）j. l'j・えブjを凡い

だし汗filliすることが， （－どむのとらえ｝jやか

かわり方をi:u ~ 、 4・おすためのもう一つの..~l組

である。新ヴリJ1＆がf,TjjfaJや体験ととむに，数

むのなかからIllて多憾な乍i1'1のI絡を求めて，

家庭や地械とのi·.rn~ を if｛視する Jll＼山である．

一人ひ とりに応じた文段 を

では， 教11iliはi,r;!f1ゅのj必を川必；すれば，すべ

てを子どむにまかせて， ただ主JL~；1するだけで

よいのか．むちろん，そうではない このこ

とにIJ.¥Iして.(Jf ＇.／.のfJf.!J~di＿な1U!J-・下伎のgo:必
久夫子先生の （－どものJ,.!,Jfj(りと，それにもと

づく 尖政への以？？の ILil~を釘i介したい。

「本若干に ~~l ~ 、 F，っているんですよね。その

時は悔しくて．あの？れ止のl?}Iまなんだったん

だって。でむうれしいんですけど 逆に，こ

の子は大丈人・t.ふと思ったら人－休失敗します。

ダメだとも イイともさめずに，今 IIはどうか

な，と込lいなカずら11Jl卜f二どもたちにJ長してい

るんです。どんな良い子にら泌があ りますし。

心配なイーどもがいても，すぐ千をうたずにじ

っと待つんです。川ーにはすぐjliをかける劫合

もありますカぃ・・・・・， あんま りはっき りいえな

いんですけど，この子には今すぐいわなけれ

f;I:，あるいはこっちの－flこはしlよらくまって

みよう …・・って－－－なんかJ’!Tiするみたいな

んですけど……j問。

子どもはi，行動のitlNて1 i'I己の；／Jをii&切に

,fffJl!iできなくなる吻合がある。はめることが

かえって，その fーの可能性の非を摘む場介も

ある。 n分のぷ欲とf兵力のズレに似つ’かせ．

努力した り［）（・した り教わった りしなければ

ならないことを n:rJ；させることがあってこそ，

そilまて・にないその子どらσ）J J11' JJUi.ること

ら，忘れてはならなL、。

Fとらたちがそれぞれn分の立欲を!'iii1に

光州できることが大1iij似．その立欲を，その

Fなりの車.'iぷlこが；ばせるための努力やコソょの

立欲lこ似化させることができるかどうか。こ

れは教白Iiの子どむへのかかわり ｝j，すなわら

J行よどもとぷ恨のあ り方にかかっている．

ただし，それは折i浮かえ：~t;かと い う ， L~の

~：縫q)11:1.:mではない。ifi'J!fなのは，子どもイlbl々

のq!J'ifl：とその 子どもの行為が’tじる社会的状

汎（II寺と均介）に日IIした刈応を，教師が臨機

応変にとることができるかどうかである．

その｜殺の1'1］断と只体的な f-どもへのかかわ

り ブiのl-i<l ~lf：さと N!i!酬l味を象徴するのが， IJ.:n長

うt’！？の「なにか矛加するみたいなんてeすけどJ
という l~IJLではないか。そして， 新学；／J f&が．

このように殴l味ではあるが， －）；で王子rL 

側々の例M：を1111ぱしつつ. （也）jで政実にその

FどもにJ!llした力をnむために，百止も必1波：な

招【r.Hiのカ、カ、わ りブ1を示すij• ~~として’“桁j序と

；．ド＇i111iの一｛本” という鋭ぷをJJ1111主して，あえて

“.xm”という言集を位起したJll!rl1l:.考える．

子どもにと っての知ぬの意味を

ところで，先に新しいヴヅJ1iJlという 乃郊の

起ii！，（が.~行i!;i'}Jl:似がも：bi＞ した ， ；·M1Ui !il』にあるこ

とを桁摘した。この指早b'~Hが従示した観点

目I］学i"I状況にもとづく 川市Iiに対して，容鋭fl:

に乏しく ，教仰の主観に｜抗iリやすいとの桁怖

がある。さらに，このような:U:J,lは，新しい

学;IJ tiJLは lkr~~ . ），~本と なるまH”；tを l阪祝してい

る，という批判！と＊＜＇iU:つきがちである。

だが， U＆性をftttnし共通する知IJ哉の教J交

をif(f.1,1，する人も，子ども一人ひと りの頗が』も

なる よ う に． 例fl：やfi~/J む すべて等しいとは

いわないはず。 fどもの多-hlH'I：カ＜}jij伎で』あiL 

｛；！：，まIJ，設を全只に舵尖に教えるためには， そ

のJ行；m長と教授方法r:I:一人ひとり見なるはず．

この j二ども側々の状況に応じた指みと支般の

ありブjを要求するのがtlf"f:)J鋭にもとづく以

詑づくりであることは川らかであろう。

iiiしい乍ブJillは子どもが知花を午ぴ取るこ

とを4・H見しない。 j!f!である。知！”；kがfll.I々 の子

どもにJ!llして引It災に・γ・ぴlfll.られることをM：も

J日比するのが~r··;::JJ 1&1こむとづく”ifftlli川i¥1！て・

ある．その匁l議lま小~！~~行；，t主変

j些に教えこむことに2‘で与． その生11 ，；＇；~が ： （－ ど

ら一人ひとりにもつ.0: 1q~ と倒的を川うことを

i股けてきたのが，川米のJ交ゴたではないか。 · 1·~

1iijに数千・H・1fのなかにス トックされた慨念：＂＇心

のまll1ii~ を ， ~f'~ ll'/jミイ本σ）~killlこかかわ リ なく ，

数。Iiのfllllが一方的に教佼（伝達）した対決を．

Fどむにとっての必l沫と｛1llif~（を問うことなく，

~JI .. i°＆のJ11＼解度（記憶：，1.)によ りmmi(IHi1Jづ

け）すること，これが’f<t11削＇.tの；｝＇，のもと に行

:bi Lてきたj行i与と，l・l'f1!1iて”はないか。

総り；gすが．生11.. ft'(tJ' fどもfibj々 にJ!llしてfin:

%にJll¥解され＇ 1皮ら 11~1;.· らの n'ii¥ 1:. i,riに 11~ 1m

されるまで追い続けること，これが新小）J'/iJ/.

がよI<める剣If.後JI！＇.僻と バl'f111iと号える。そ して一

人ひとリに応じる以 I：.牧師の子どもへの思

いによ〈えられた比取り，すなわちJ.::1i.JLがその

1,1，，~：i:にある。その立l味で， "tlr しいザ：)Jl!LIま存

1J/.(J(Jなj主準ではなく， 主観的な規本にrrかれ

たものである。だが．人1111が人1111に働きかけ

る1j·t~から主飢を~JIι· ii'いずれかが機械にな

る。それはおC(lというnゐではな くなゐはず。

'ftlill.t'I:を求める枚目1Iiのな減のなかに． 千ど

ら一人ひと りに応 じた佼たの自IJ)jiとそのね来

に1・lする評価のm r：を一人でJI!うことを忌避

する・Utllがi符んでいないだろうか。

ただし上記のよう なf什手力飢に むとづく

段たづく りを，故山Ii.人の力や学伎のなかだ

けで災践することは不l吋出である。 Mよりら

~r-どもが必要とするまH，波Ii "f~t交のなかだけで

はマ：びえない。 学伎のなかで学んだま11.. iH. 

"f:t史の外て

IJllえて’子どむたちがイ11fのためlニザ：ぷかを

1111い1（（してほしい。 ザ：伎のなかではなく ，学

校の外で11立することがl1 (1~のはず．だが，
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ヴ－校にlよ．’Y：校でしかj凶川しないルールやt11

iii'Iが（（：(1：しないか.'.'jと校lこj§ti:,：すiuよ～「るほ
ど災ti.会の’l:_i,f；から自IUlるlriiがないfごろうか。

’じきて助（ )J という . d~を lむJI] －「る救r,ijii'I

身が． 小｛交の外の lltY~にどれはどJill~じしてい

るか。一人の人1111として’u;r；するうえでザ：校

の知ぷはどれほどイi効て’あろうか。Iiiしい’7・
;IJ飢にむとづく佼'L改組は，マ：！主の外の地域

社会や~！立＇.l:i1iのi!X~l品に Jiえら JLることによ

ってこそ， その 11 (1~ 1よj主l此”rtmて＼らる。そし

てこのj也械や’A反応の改制を nffi~に j るのが，

学校i~5 1111111であることを必日J:.Jしておきたい。

11.H去に，活動や体験ifH見が，ともすればft

験全j邸内教if鋭やよ＇[ii支れi汽JJ1tn以1ii1のII;t.:H 

会のfrtHと ill l ••I されヵ、ちであることに 1・1・パし

てむきたし、。祈ヴ：1J飢がボめるj,f;!frJJや体験

とは，過去への郷：訟ではなく ，21111；紀をjll.う

fどもたちのll.¥I心 ・；立？汰 ・悠｝交をf｛むらので

なければならない ティーム ・ティーチング

に代表される新たなザ：ず＇/Jh去のIll!~：i:や山l!rti'i

報機総会以f史する↑！？鰍リテラシーのfi'Iえが，

新しいρ（＇.：)J 1Ci.にもとつ’〈以：たを以IJfjすみうえ

で不可欠な吹：114であることもまた似品してむ

きたい
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